八 1 ) 

ある 山国に、 美しい 湖が ありました。 

この 湖に は、 昔から、 いろいろな 不思議な ことがあ 

りました。 青々 と 澄んだ水が 急に 濁ったり、 風 もない 

のに 浪が 立ったり、 空が 曇って 星の ない 晚 でも、 湖の 

中にはお 星 様が 映って 見える こと なぞ も ありました。 

それに は 何 か 深い 理由が ある だら うと、 村の 人達 は 思 

つて ゐ ましたが、 湖の 中に ぉゐ でになる 水神 様の ほか 

に は、 誰も 知りませんでした。 

いろいろ 不思議な ことがある 中で も、 わけても 不思 



した。 

よもぎ 

二人の 仲よ し は、 芹 だの、 蓬 だのと、 毎日の やうに、 

湖に 沿 ふて 遠くまで 摘み草に 出掛ました。 

(二) 

つくし 

ある 日、 二人の 仲よ し は、 土筆 を 採りに 行く ことに 

なりました。 おた あ ちゃんの お母さん は、 いつもの や 

うに、 二人に お 弁当 を こしら へて くれました。 そして 

云 ひました。 

『土筆 を 採りに 行ったら、 気をつけて おいでよ、 三 又 



おた あち やん は、 もう 飽き飽きして 『帰り ませう、 

帰り ませう』 と 云 ひました が、 おきい ちゃん は 『もう 

ちょっと 

鳥渡、 もう 鳥渡』 と 云って 矢張り 摘んで ゐ ました。 

くたびれ 

『わたし、 もう 草 足たん だもの』 とおた あち やん は 摘 

むこと を やめて 立って 見て ゐ ました。 すると、 おきい 

ちゃん は、 

『おた あち やん、 あってよ、 あってよ、 ほら 三 又 土筆 

だ わ』 と 云って、 うれし さう に 叫びました。 

(三) 



つからないで、 おきい ちゃんに 見つかった ことが ロ惜 

くて ロ惜 くて、 友達 も 仲よ しも なくなって 了った ので 

した。 

二人 は、 物 も 云 はずに、 薄暗くな つた 堤の 上 を、 と 

みち 

ぼと ぼと 歩いて 元来た 途の 方へ 帰りました。 

おきい ちゃん は、 もう 嬉しく もなん ともなく なって 

却って 三 又 土筆なん か 見つけた こと を 後悔し ました。 

いっそ、 おた あ ちゃんに あげて 了 はう かと 思 ひました- 

ふ と さげ 

おた あ ちゃんが、 不図 見ます と、 おきい ちゃんの 提て 

ゐる 籠の 一番 上に、 憎い 憎い 三 又 土筆が 載って ゐ まし 

た。 おた あち やん は、 急に 悪い 気になって、 その 三 又 



土筆 を摑 むな り 小川の 中へ 抛り 投げて 了 ひました。 

はづみ 

『あら ッ』 と 云って 驚いた 途端にお きいち やん は、 ず 

どて 

るず ると 足 を、. u らして 堤から 小川の 中へ すべ リ落 ちま 

した。 

おた あち やん は、 後 も 見ずに 堤の 上 を 駆け 駆け 一 生 

懸命に 家まで 帰りました。 お母さん は 心配して 表へ 出 

て 居ました。 

き 

『おきい ちゃん は、 どうしたの』 とお 母さんから 訊か 

れた とき。 

さき 

『前に 帰つ たんだ わ』 と 云って、 なんにも 知らない 振 

り をして ゐ ました。 



(四) 

あくる 日に なって、 いつも かかさずに 遊びに 来る お 

きい ちゃんが 来ませんでした。 

『お まへ、 おきい ちゃんと 喧嘩で もしたん ぢ やない の 

かい』 とお 母さん は 自分が 云 ひ 出した 三 又 土筆の こと 

から、 二人の 仲よ しが、 仲の 悪い 悪い 二人に なった と 

は 知らずに 訊きました。 

『うう ム』 『うう ム』 とおた あち やん は 頭 を 横に 振って 

ゐ ました。 



悔 されて 『悪い こと をした』 と 心で 思 ふやう になり ま 

した。 それが だんだん 嵩 〔# 「嵩」 は 底本で は 「蒿匕 《た 

かま》 つて 来て 濁って ゐ たおた あ ちゃんの 心 は、 一 日 

一 日と 澄んで 来る やうに なりました。 おた あち やん は、 

つくし しま ほ 

三 又 土筆の こと をお 母さんに 話して 了 ふかと 思 ひま 

したが、 それで は 却ってお 母さんに 心配 を かける だら 

うと、 一 人で 胸 をいた めて 居りました。 

幾日 かたつう ちに 春 もす ぎて、 夏が 来ました。 今年 

も 湖の 上に 虹の 橋の かかる 頃と なりました。 

今年 も 虹 は 



湖の 上さ 

百 間 幅の 

太鼓橋 かけた 

今日 も、 村の 子供達 は、 湖の 岸に 立って 唄って 居り 

ました。 

(五) 

それから、 幾日 かたって、 おた あ ちゃんと おた あち 

やん のお 母さんと が、 おきい ちゃんの 家の 前 を 通り ま 



湖の 向 ふの あっちの 国の 

花が 見た くば 

唄 恋しく ば 

赤い 下駄 はいて 

虹の 橋 渡れ 

(七) 

虹の 橋 は 湖の 上へ 幾度 も かかりました。 

虹の 橋の かかる たび、 おた あち やん は、 きっと 

すゐ じん さま 

水神 様の お宮へ いって ゐ ました。 
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